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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊1 ▲はマイナスを表します。 ＊2 上海総合指数は國慶節で休場のため9月30日のデータ。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で大幅下落となりました。
中国恒大集団の資金繰り問題や電力不足などによる中国経済の先行き不透明
感がくすぶるなか、米長期金利の上昇から米国株式市場が大幅下落した流れ
を受け、週初より下落となりました。9月30日に緊急事態宣言およびまん延
防止等重点措置が解除される見通しとなり、経済正常化への期待から一時買
いが優勢となる場面もあったものの、週末は、米連邦政府の債務上限問題な
どを背景に先物主導で売りが広がり、下落となりました。
なお、29日（水）の自民党総裁選において岸田文雄氏が新総裁に選出された
ものの、株式市場の反応は限定的でした。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で下落となりました。
インフレ観測の高まりによる米長期金利の上昇が嫌気されたことや、米国
議会で米連邦債務の上限をめぐる交渉が難航していることなどから下落し
ました。週末は、米製薬会社の新型コロナウイルスの経口抗ウイルス薬の
良好な臨床試験結果が好感され上昇したものの、週間では下落となりまし
た。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
米国の利上げが想定より早まるとの観測から前週末の米長期金利が上昇した
流れを受け、週初の国内金利は上昇したものの（価格は下落）、日経平均株
価が週を通じて下落したことから、相対的に安全資産とされる債券は買いが
優勢となり（利回りは低下）、週間ではほぼ横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で横ばいとなりました。
米国で金融政策正常化が進むとの見方から米長期金利の先高観が根強く、週
初より日米金利差を意識した円売り米ドル買いが優勢となりました。週後半に
米長期金利の上昇が一服すると、株安と歩調を合わせリスク回避の円買い米ド
ル売りが進んだことから、週間では横ばいとなりました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の株式市場は、米長期金利の上昇や米連邦債務の上限問題などが嫌気
され、日米両市場ともに下落となりました。
米連邦政府の債務上限をめぐる議会での交渉が難航しています。9月30日、
米議会上下院は12月3日までのつなぎの予算案を可決し、政府機関の一部封
鎖は一旦回避されることとなりました。しかし、今後、数週間以内に債務が
法定限度額に達するとみられていることから、米国史上初の債務不履行に陥
る可能性があるとの懸念が強まっています。国内では自民党総裁に岸田文雄
氏が選出され、4日には新内閣が発足します。今後は、新政権の具体的な政
策に注目が集まりそうです。
米政府機関の一部封鎖を免れたことから、株式市場は一旦落ち着きを取り
戻すものとみられます。今週の株式市場は、週末に米雇用統計の公表を控え、
様子見ムードが強くなると予想される中、上昇基調が続く米長期金利の動向
に振らされる展開となりそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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